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午前１１時１６分 委員会開会 

○委員長（伊藤  仁） ただいまより総務委員会を

開会させていただきます。 

 今回は、コロナ予算案関連がほとんどです。本当

に大至急進めていただきたい議案ばかりかなとい

うふうに、そんな思いでおります。 

 本日は、当委員会に付託されました議案、また当

分科会に分担されました議案の審査として、個別に

説明、質疑、討論、表決を行います。その後、意見・

要望のまとめを行いたいと思います。 

 委員の皆さん並びに当局の皆さんは、質疑、答弁

に当たりましては、要点を押さえて簡潔明瞭に行っ

ていただき、スムーズな議事進行にご協力をお願い

いたします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名乗ってから行っていただきますようお願いを

いたします。 

 それでは、これより３、協議事項（１）付託・分

担案件の審査について、ア、委員会審査に入ります。 

 まず、第７０号議案、豊岡市被災者生活再建支援

基金条例の一部を改正する条例制定についてを議

題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） 議案書の４３ページでご

ざいます。第７０号議案、豊岡市被災者生活再建支

援基金条例の一部を改正する条例制定についてと

いうことでご説明をいたします。 

 新型コロナウイルスによって被害を受けられた

方の支援のために、豊岡市被災者生活再建支援基金

を自然災害だけじゃなくて新型インフルエンザ等

対策特別措置法に基づく緊急事態措置によって被

害を受けられた方々の生活再建、それから事業再建

等を支援する施策の経費にも充てられるように改

正しようとするものでございます。 

 ４５ページの条例案要綱を御覧ください。改正の

内容は、条例第１条の基金設置の目的に、新型イン

フルエンザ等緊急事態措置により被害を受けた者

の生活再建、事業再建等を支援する施策を加えるも

のです。 

 附則として、この条例は公布の日から施行するこ

ととしております。 

 ４６ページに新旧対照表を掲載しております。今

申し上げたような改正の内容となっておりますの

で御覧願います。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 嶋﨑委員。 

○委員（嶋﨑 宏之） １つ聞かせてください。４５

ページで、条例案要綱の改正の内容の中で、２行目

で、被害を受けた者の生活再建、経済再建を支援す

る施策を加えること、これ、ここでいう、生活再建

は分かるけども、ほかの文面で見ると生活再建及び

事業再建となっているんですけど、これが経済再建

になっている理由を聞かせてほしい。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） 事業再建ということで、

生活再建、事業再建等ということが狙いでございま

す。 

○委員長（伊藤  仁） でも経済再建……。 

 総務部長。 

○総務部長（成田 寿道） ４５ページの改正内容の

２行目の経済再建等は、これは事業再建等の間違い

です。申し訳ありません。 

○委員（嶋﨑 宏之） それだったら分かりました。

ほかは全部そうなので。 

○委員長（伊藤  仁） これ、議案書どうする。 

 暫時休憩します。 

午前１１時２１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時２３分 委員会再開 

○委員長（伊藤  仁） 休憩前に引き続き会議を再

開します。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（伊藤  仁） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） ご異議なしと認めます。よ

って、第７０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 委員会を暫時休憩いたします。 

午前１１時２４分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時２４分 分科会開会 

○分科会長（伊藤  仁） 分科会を開会いたします。 

 それでは、これより３、協議事項（１）付託・分

担案件の審査について、イ、分科会審査に入ります。 

 まず、報告第６号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第７号、令和元年度豊岡市

一般会計補正予算（第１１号）を議題といたします。 

 報告第６号、専決第７号中、当分科会に審査を分

担されましたのは、所管事項に係る歳入歳出予算補

正及び地方債補正についてであります。 

 当局の説明は、財政課から一括して行っていただ

きます。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） 議案書の４ページを御覧

いただきたいと思います。専決第７号、令和元年度

一般会計補正予算（第１１号）でございます。 

 本案につきましては、地方自治法の規定により、

議会を招集する時間的余裕がないということで、３

月３１日付で専決処分をさせていただいたもので

ございます。 

 今回の補正につきましては、歳入歳出それぞれ９，

６６３万９，０００円を追加して、総額を４７１億

６，４１０万７，０００円としたものでございます。 

 歳出につきましては、ほとんどが市債の借入額の

確定による財源更正でございますが、当委員会に関

係する予算としましては、２５ページを御覧いただ

きたいと思います。２５ページの一番上、基金管理

費の財政調整基金積立金１億円ですが、先ほども本

会議でありましたように、専門職大学に対して行う

８億円の寄附に備えまして、事前に基金に積立てを

行おうとするものでございます。今回で２年目とい

うことで、２億円これで積み立てられるということ

でございます。 

 次に、３１ページを御覧ください。一番下の段で

すけれども、市債利子及び一時借入金の利子でござ

います。合計で３３６万１，０００円の減額をして

おります。 

 続きまして、歳入ですが、ちょっと戻っていただ

きまして、１４ページからを御覧いただきたいと思

います。１４ページの一番上が地方揮発油譲与税で

ございます。それからずっとめくっていただきまし

て、１８ページの一番下が交通安全対策特別交付金

となります。これらが財政課の所管でございますけ

れども、これらの譲与額あるいは交付額が確定しま

したものですから、今回補正をいたしております。 

 ２０ページ、２１ページを御覧ください。一番上

にあります県支出金の総務費県補助金でございま

す。市町振興支援交付金とありますが、これも額が

確定しましたので、減額補正をしております。 

 次に、その下段ですけれども、土地売払収入と不

用物品の売払収入でございます。それぞれ収入済み

額に合わせて増額補正するものですが、不用物品売

払収入につきましては、インターネット公有財産売

却によるもので、主に消防自動車、除雪車などが売

却できたことによるものでございます。 

 また、その１つ下段ですけれども、財政調整基金

の繰入れの減額ですが、当初予算で一般財源の不足

分といたしまして、財政調整基金から１６億円の繰

入れを予算計上しておりました。この専決補正で２

億５，０００万円を減額ということで、総額で１３

億３００万円減額することになります。これにより

まして、差引きですけれども、収支不足分としまし

ては２億９，７００万円、これが繰り入れた形とい

うことで、最終補正予算となっております。 

 次に、最下段の市債につきまして、当委員会で関
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係しますものとしまして、一番下にあります庁舎整

備事業債で、めくっていただきまして、２３ページ

ですけれども、日高庁舎とございます。これが１，

０５０万円の減額。それから、ちょうど真ん中辺り

にありますけれども、２３ページ、消防防災施設整

備事業債の防火水槽、これが２０万円の減でござい

ますが、いずれも借入れの額の確定により今回調整

をいたしたものでございます。 

 ８ページ、９ページに地方債の補正ということで、

廃止及び変更を計上させていただいておりますけ

ども、市債の説明と重複しますので省略をさせてい

ただきます。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

○分科会長（伊藤  仁） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、承認すべきものと決定し

てご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） ご異議なしと認めます。

よって、報告第６号、専決第７号は、承認すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、第７３号議案、令和２年度豊岡市一般会計

補正予算（第３号）を議題といたします。 

 第７３号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出予算補正について

であります。 

 当局の説明は、まず財政課から概要を、その後、

組織順で各担当課から説明を願います。 

 なお、説明に当たりましては、資料のページ番号

をお知らせください。 

 質疑は、説明が終わった後に一括して行います。 

 それでは、順次説明願います。 

 財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） それでは、議案書の５７

ページをお願いいたします。５７ページ、第７３号

議案、令和２年度一般会計補正予算（第３号）でご

ざいます。 

 本案は、歳入歳出それぞれ１１億６，９７８万６，

０００円を追加し、歳入歳出総額を４７４億２，５

７８万６，０００円とするものでございます。 

 債務負担行為の追加を第２条に定めております。 

 この補正の概要といたしまして、歳入をご説明さ

せていただきたいと思います。６５ページ、６６ペ

ージを御覧ください。国県補助金以外の財源としま

しては、３段目にあります被災者生活再建支援基金

の繰入金、それと財政調整基金となっております。

本会議でも説明がありましたように、被災者生活再

建支援基金の繰入れにつきましては、雇用を維持す

るための取組、また、企業の業績悪化対策等のため

の取組に係る事業に充当しておりまして、総額４億

９，２００万円ということで、最終的な財源としま

しては、財政調整基金を４億５，５４３万円繰り入

れることで歳入歳出の均衡を保っております。 

 概要につきましては以上でございまして、続いて、

財政課分の説明をさせていただきたいと思います。 

 ６８ページを御覧いただきますようお願いいた

します。上から２つ目の財産管理費６，２００万円

でございます。これは、新型コロナウイルス感染症

対策のため施設を休館した指定管理者に対し、指定

管理の継続のために必要な経費を補償するという

ものでございます。補償の考え方としましては、１

つ目に、国県等の支援制度をまず活用してもらって、

それでもなお不足が生じる場合に補償するという

ものでございます。２つ目に、指定管理の継続のた

めの必要な範囲内の経費、人件費、休業補償、施設

の維持管理に係る固定経費等を補償の対象として

おります。３つ目としまして、指定管理料を支払っ

ている施設につきましては、減額は行わないことと

しておりまして、指定管理の継続のために必要な範

囲内の経費に充てていただきたいと考えておりま

す。また、４つ目には、資金繰り等で概算払いが必

要だということがあれば、それは支払っていきたい

と考えております。額の積算につきましては、先週
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金曜日に会派勉強会でご説明させていただきまし

たので、この場での説明は、考え方ということにさ

せていただきたいと思います。 

 財政課からは以上でございます。 

○分科会長（伊藤  仁） 原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） ７１ページ、７２ページ

をお開きください。中段より少し下のほうにござい

ます、防災課の関係では、災害対策費の避難所充実

事業費５０１万８，０００円というものでございま

す。新型コロナウイルスの感染の収束が見通せない

という中で、出水期を迎えることが想定されるとい

うような状況でございます。台風や豪雨の際に避難

所において感染症を疑う患者さんが一般避難者の

方と同じ空間で過ごすというようなことで感染症

が蔓延するおそれがあるということが考えられま

す。そこで、指定緊急避難場所の中でも特に早期に

開設するところであります地区コミュニティセン

ターや小・中学校など９０か所に最低限の備えとし

て、避難されたときの検温をするための非接触型体

温計と感染症を疑う患者を一時的に隔離する間仕

切りのようなものを整備するというものでござい

ます。防災課のほうで整備するのは、この地区コミ

ュニティセンターの避難所になっているところに

なります。 

 なお、非接触型体温計は、総額で約２００万円、

間仕切りにつきましては総額２４０万円程度とい

うことになっております。 

 防災課からは以上でございます。 

○分科会長（伊藤  仁） 続きまして、太田垣総務

課長。 

○総務課長（太田垣健二） 議案書の６７ページ、６

８ページを御覧ください。財産管理費の一番上です。

庁舎管理費といたしまして３５５万８，０００円を

お願いしているところでございます。これにつきま

しては、新型コロナウイルス対策として、既に現計

予算で一部設置は進めているところではあります

けども、市役所の各庁舎、本庁舎でありますとか振

興局、あるいは立野庁舎、それから上下水道部、消

防本部等々の窓口のカウンターに飛沫防止のため

のパネルを設置するものでございます。スタンドつ

きの飛沫防止パネルということでございまして、一

応３００台を想定しております。以上でございます。 

○分科会長（伊藤  仁） 続きまして、中奥情報推

進課長。 

○情報推進課長（中奥  実） 議案書６７ページ、

６８ページを御覧ください。６８ページの上から６

行目になります。情報管理費の行政情報化推進事業

費の事業用備品についてです。コロナウイルスの感

染防止のため、庁舎内外の会議や打合せ等をウェブ

会議に切り替え実施できるように、会議用ノートパ

ソコン１５台の購入を検討しております。以上です。 

○分科会長（伊藤  仁） 続きまして、土生田コミ

ュニティ政策課長。 

○コミュニティ政策課長（土生田祐子） 今の説明の

すぐ下の段を見ていただきたいと思います。コミュ

ニティセンター管理費ということで、消耗品は、マ

スクや除菌シートなどです。それから、庁用備品と

いたしまして、非接触型体温計ですけれども、先ほ

ど防災課長が説明した避難所以外で、風水害の避難

所に指定されていないところ６館の分の経費を計

上しております。以上です。 

○分科会長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 奥村副委員長。 

○副委員長（奥村 忠俊） ここの今説明していただ

いた総務委員会が受けている部分というのは説明

を聞いて分かったんですけれども、観光地の城崎、

それから出石の場合、特に日常的に市民の方々を対

象にした商売ではないもんですから、コロナの今の

状況が長引くとどういうふうになるだろうという

点での心配が非常に市民から寄せられているんで

すけど、ここの総務委員会でそれを聞くのがいいの

かちょっと分かりませんので、そんなことはよその

委員会やと、こう言われるかも分かりませんけども、

直接関連する業者の方々の心配というのは大変大

きなものがありまして、昨日、日曜日でしたけども、

大手前へ昼に行ったんですけど、１２時半頃に見に

行ったら車が１台もない。歩いている人もゼロ。３
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０分おったんですけど、地元の軽自動車が２台通っ

ただけですわ。そして出石のそば、観光が始まって

初めてだと思うんですけど、こんな状態が、今度５

月の連休に４連休がありますね。ここに入ってくる

わけですけども、この売上げが年間の店それぞれの

経営に大きなやっぱり関わりがあって、その売上げ

で維持ができていると。それが今度、市から支援を

していただくんですけども、それを基にして店を休

むことになるんですけど、果たしてそれが終わった

段階で出石なんかの場合でもそば屋が一体どれだ

け残るだろうなという心配が非常に寄せられてい

るんです。 

 この総務委員会で聞くのがいいんかどうか分かり

ませんけども、ほかに私が言いに行くところがあり

ませんのでここで聞くんですけども、そういった点

で、見通しをどう持てばいいんかなと。市のほうは

今回温かい支援もしていただいてますけども、今後、

引き続き、市の中の状況を見て、それなりの政策そ

の他、打たれるということになってくるのかどうか。

具体的なことはちょっとまだ分かりませんけども、

そういう心配をするという人たちが何件もありまし

て、本当にとっても深刻な状況に初めて今なってい

ますんですけど、その辺で、市のほうとしてはどう

いうような思いをされているんかなということでお

伺いします。聞かせてください。 

○分科会長（伊藤  仁） 答弁できるでしょうか。

答弁をお願いします。 

○副委員長（奥村 忠俊） 極端なことは言うてもら

わんでもよろしいのでね。 

○分科会長（伊藤  仁） 塚本部長。 

○政策調整部長（塚本 繁樹） 議員ご心配のように、

いつまでこれが本当に続くのかいうこともありま

して、こちら、市もいろいろと、基金とかいろいろ

取り崩しながらそれぞれ対応させていただいてお

るんですけども、これも、基金も限界がありますし、

本当にこれ一体、これがずっと１年間とか続きます

と、ちょっと財源がもたないなという感じでありま

す。ただ、市長が記者発表でも言ってましたけど、

まだ止血程度の段階で、今後も恐らくいろいろと事

業者の方や、あと生活の支援もしていかないといけ

ないということで、次のまた施策というのは打って

いかないといけないということは考えています。取

りあえずゴールデンウイーク明けまでの状況を見

てということになると思うんですけど、それ以降ど

ういう状況になるかは、その辺を見極めてからとい

うことになると思います。また、さらに補正予算と

いうこともお願いしないといけないということも

あると思います。 

○分科会長（伊藤  仁） よろしいですか。 

 ほかはございませんか。 

〔質疑なし〕 

○分科会長（伊藤  仁） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） ご異議なしと認めます。

よって、第７３号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 以上で委員会に付託、また分科会に分担されまし

た議案に対する審査は終了しました。 

 ここで、委員の皆さん、当局の皆さんから何かあ

りましたらご発言ください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） 特にないようですので、

ここで当局職員の皆さんは退席していただいて結

構です。大変お疲れさまでした。 

 暫時休憩します。 

午前１１時４３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時４３分 委員会再開 

○委員長（伊藤  仁） 会議を再開いたします。 

 これより３、協議事項（２）意見・要望のまとめ

について、ア、委員会意見・要望のまとめに入りま

す。 

 休憩前に当委員会に審査を付託されました案件
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の審査は終了いたしました。 

 ここで、委員会意見・要望として委員長報告に付

すべき内容について、協議をお願いしたいと思いま

す。何かございませんでしょうか。 

 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 基金条例の一部を改正すると

いうことなんですけども、後の補正予算にも関連し

ますが、この基金の看板自体が被災者生活再建支援

ということがうたわれてまして、今回、事業の再建

が加えられると、事業等でしたか。そのことはやむ

を得ないと思いますが、予算の内容を見ると、８割

方の基金を使って、事業支援のウエートが非常に大

きいと。先ほど塚本部長が少し触れましたけど、今

後、生活再建の支援もやっぱりやっていかんなんと

いうふうにおっしゃったので、その辺は期待すると

ころですけども、基金の本来の設立目的が被災者の

生活再建がメインであるということがないがしろ

にならないように、運用について的確に、適正に行

っていただきたいと思います。 

○委員長（伊藤  仁） ただいま基金条例につきま

して、事業所支援が主立って今回支援金が出ている

わけですけれども、本来の目的である個人生活支援

にも充当されるべきだというような意見を出され

ました。これについていかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○副委員長（奥村 忠俊） 今出ていました個人支援

なんですけども、この基金はそこだけが対象になっ

ていましたか。今のを読み返してないので分からん

と思って。 

○委員長（伊藤  仁） 分かりますか。 

○委員（嶋﨑 宏之） 新旧対照表を見たら、今まで

自然災害による生活再建等だけがメインだったで

しょう。それに今度はインフルエンザ等という、コ

ロナを含めた……。 

○委員（足田 仁司） 目的が加えられたというのは

……。 

○委員（嶋﨑 宏之） インフルエンザ等と、それか

ら事業再建も入ってきたという言い方やから、これ

読んだらそのままや。 

○委員（足田 仁司） 補正予算見たら、例えば庁舎

管理に関連するものだとか、災害と直結するんかな

という部分も見受けられるようです。本来、基金と

して純粋に活用目的をきちっとわきまえて予算組

みなり事業を展開してほしいなと。 

○委員（嶋﨑 宏之） でも事業も生活再建の中へ入

るでえな。 

○委員（足田 仁司） 大事なことなんでね。 

○委員長（伊藤  仁） 事業所の……。 

○委員（木谷 敏勝） それで改正しちゃうわけだか

ら。 

○委員（足田 仁司） 主と副がひっくり返っちゃっ

たらあかんっちゅう。事業支援は大事なことなんだ。

それはよう理解するんですけど、基金をそこに充て

ていかんなんものかどうかというところです。ほか

の財源でやっぱりやっていかんなん部分はきちっ

とそういうことをやっていかんとあかんちゃうか

なと。 

○委員長（伊藤  仁） 今言われているように、事

業所については、国、県、ほかに手だてがあるんで

すけれども、個人的な支援というのがなかなか出て

きませんので、そういったために作った基金じゃな

いかというのが趣旨であって……（「本来の」と呼

ぶ者あり）本来の趣旨であると。その中で、今回、

事業所、国、県が支援する支援制度がある中で、豊

岡市の独自の支援として、今回、何ぼでした、４億

何ぼ、ほとんどの基金を使っちゃうんだから、本来

の目的の基金がもうなくなっていくような現状に

あるので、その点はちょっと押さえておくべきかな

というふうには思いますけれども、そういった意見

がありますけれども、これを議論していただいて、

委員長報告に載せるか載せないかということも含

めてご意見下さい。 

○委員（足田 仁司） 事業展開は大事なことなんで

すね。 

○委員（嶋﨑 宏之） 生活再建の一つの大きなこれ

もやっぱり事業やからね。 

○委員長（伊藤  仁） だから全部使ってゼロにし

てまうことのないようにお願いしたい。 
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○委員（嶋﨑 宏之） たまたま今の条例案要綱のと

ころでちょっとミスプリがあったんだけど、要する

にミスプリも多分そういう思いで、生活再建イコー

ル経済再建だという思いがあって書いたんだろう

と思うんだけど、その辺はしっかりと運用するとき

に、いろんな配慮をしながらやっていただいたら。

バランスを……。 

○委員（足田 仁司） 節度を持って財源を充ててほ

しいなと。注意喚起をね。 

○委員（木谷 敏勝） 一生懸命探してきたら金があ

った……。 

○委員長（伊藤  仁） あ、これええもんがあった

いうて。 

○委員（嶋﨑 宏之） 確かに４億９，２００万円ち

ゅう……。 

○委員長（伊藤  仁） ４億９，０００……。 

○委員（嶋﨑 宏之） ４億９，２００万円。 

○委員（木谷 敏勝） あと２，０００万円ぐらいし

か残らへんじゃないですか、使ったら。 

○委員長（伊藤  仁） あと何ぼですか。 

○委員（木谷 敏勝） これ使ったら。５億円ちょっ

としかあらへんちゃう……。 

○委員（足田 仁司） そうです。５億……。 

○委員長（伊藤  仁） もう９割はこれに使ってし

まうんですか。 

○委員（足田 仁司） ４億……。 

○委員長（伊藤  仁） そんなことけえな。 

○委員（木谷 敏勝） だから２つうたってあるので、

生活再建と事業再建。だから本来の目的である生活

再建のほうをしっかりやり、新たに事業再建の改正

案もやるんだけど、そこはちゃんと押さえてやって

くれぐらいなとこをつけてほしいというと思うけ

ど。 

○委員（足田 仁司） やらんなんことは、大事なこ

とをやらんなん。ただ、財源を、何や、これもとが

違うがなというような、例えばこれ、６８ページに

出とるんだけど、指定管理者の休業補償では、本来、

指定管理というのは市直営から委託に回した事業

なので、市の言うたら一般会計で本来見るべきもの

を、このもんやったら６，２００万円ほど被災者生

活再建の看板のついた基金から充てていくという、

合っているんかいなって思っちゃうんですね。やろ

うとしていることは大事なことなんだけど、財源の

充て方としては、何か、言葉は悪いですけど、みそ

もくそも一緒くたみたいな、一万円札はみんな同じ

一万円札みたいになっちゃっているんじゃないか

という、そういうことをちゃんと節度を持ってやっ

ていかんと……。 

○委員（木谷 敏勝） だから総務委員会所管の支出

に関して、もちろん今は緊急なことだからあれだけ

ども、生活再建プラス今度は事業再建までそれを運

用する。しかし、本来、財政調整基金で賄っていか

んなんことまでが入っているように見受けられる。

この辺をちゃんと整理して今後当たってほしいと

か、こういう言葉をちょっとつけてもらういう……。 

○委員（足田 仁司） そうですね。 

○委員長（伊藤  仁） なら、まとめますと、取り

あえず委員長報告に、文案は委員長、副委員長に任

せていただきたいですけども、載せるということに

ついてのご異議はございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員（足田 仁司） 今回だけで終わるようにない

ので……。 

○委員長（伊藤  仁） でもお金ももうありません

が。 

 分かりました。ならちょっと委員長、副委員長の

ほうにご一任を願いたいと思います。 

 ここで委員会を暫時休憩をいたします。 

午前１１時５３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５３分 分科会再開 

○分科会長（伊藤  仁） 分科会を再開いたします。 

 これより３、協議事項（２）意見・要望のまとめ

について、イ、分科会意見・要望のまとめに入りま

す。 

 休憩前に当分科会の審査を分担されました案件

の審査は終了いたしました。 

 ここで、分科会意見・要望として、予算決算委員
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会に報告すべき内容について、協議をいただきたい

と思います。 

 暫時休憩をいたします。 

午前１１時５４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５７分 分科会再開 

○分科会長（伊藤  仁） 会議を再開いたします。 

 そうしますと、分科会長報告につきましても意見

をつけるということで取りまとめをさせていただ

きます。 

 案文につきましては、正副分科会長に一任を願い

たいと思います。ご異議ありませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） ご異議なしと認めます。

そのように決定をいたしました。 

 以上で分科会を閉会いたします。 

午前１１時５７分 分科会閉会 

──────────────────── 

午前１１時５７分 委員会再開 

○委員長（伊藤  仁） 委員会を再開いたします。 

 これより４、その他に入ります。 

 その他、委員の皆さんから何かあればお願いをい

たします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） 特にないようですので、以

上をもちまして総務委員会を閉会いたします。お疲

れさまでした。 

午前１１時５８分 委員会閉会 

──────────────────── 


